
















































  文学的文章教材の指導のポイント  説明的文章教材の指導のポイント 




  「課題の解釈」「発問と質問の構成」「板書」「机間指導」「態度や心構え」「声量」等 
  
３．Ｍ県における教員採用選考試験の概要と模擬授業（１） 










ア 受験区分   「小学校教諭等」 
イ 採用予定者数 「205名程度」 
ウ 第一次選考試験  
・期日   ：令和 2年 7月 11日（土） 7月 12日（日） 
・試験内容等：「教職教養」の試験及び「専門（小学校）」の試験 
・試験時間 ：教職教養（50分） 専門（小）90分 
エ 第二次選考試験 
・期日   ：8月 21日（金）から 8月 30日（日）までのうち指定された 2日間 
・試験内容等：模擬授業 個人面接 英会話 適性検査 






















(4) Ｍ県における模擬授業試験の概要 （大学の過年度受験生の情報）  
平成 30年度の第二次選考試験の模擬授業は、受験生 8名に一斉に問題用紙が配布され、個人思考の時間
が 15 分程度与えられた後に、8 名それぞれが別室に向かい同じタイミングで入室して模擬授業を行なって
いる。模擬授業試験会場に入室して受験番号を試験官に告げた後に約 10分間の模擬授業を行ない終了後に
試験官から数問の質問があった。 





























































































ア 模擬授業の課題が求める授業の場面を理解せず授業を行なう。  
イ 導入部分から模擬授業を開始するため課題が指示する授業を達成できない。 














① 「課題の解釈」（ア・イ・ク）  模擬授業で示される課題の読み取り 
② 「発問と質問の構成」（ウ・エ） 模擬授業における発問と質問の構成 
③ 「板書」（ケ・サ）       模擬授業における板書の在り方 
④ 「机間指導」（オ・カ・キ）   机間指導時の児童への声かけや指示の在り方 
⑤ 「態度や心構え」（コ）     授業者としての態度や心構え 




⑦ 「その他」（シ）        模擬授業時の留意点等 
(3) 模擬授業指導の受験生評価 
上記(1)に掲げた「ア」から「キ」を模擬授業の評価項目として、1項目１0点満点で評価した。 
表 3 模擬授業評価表 
 模擬授業者（       ）教材名（             ） 
模擬授業の評価の観点 具体的な評価内容 
ア 課題の解釈 模擬授業課題が提示する内容を十分に解釈しているか。 
イ 発問と質問の構成 発問と質問は適切で児童の学びを深めたか。 
ウ 板書 模擬授業で必要な板書を構造的に児童に示したか。 
エ 机間指導 児童への個別の支援や指導を適切に行なったか。 
オ 態度や心構え 試験官を意識せずに授業者になりきったか。 
カ 声量 発問等の声が明瞭で児童にとって聞きやすい声量か。 
キ その他 常に穏やかな表情で児童を指導しているか。 
 










































































(1) 模擬授業対策講座（指導時間 90分間）の指導の流れ 
ア 受験生一人一人にそれぞれの模擬授業課題を与える。 
イ 教室内で約 15分間模擬授業課題をもとに模擬授業の構想を考えさせる。 
ウ 模擬授業を筆者と他の受験生の前で約 10分間行なう。 
エ 他の受験生からの模擬授業に対する質問や意見に答える。 
オ 次の受験生の模擬授業を参観する。 





ア 課題 1（文学的文章教材）  





イ 課題 2（説明的文章教材） 





ウ 課題 3（漢文） 










学年：第 6学年  教材名：「いま始まる新しいいま」    出展教科書：東京書籍 








































る。）※ワークシートや教科書の行間等に児童の考えを書かせる。   
オ 机間指導（児童が主体的に調べ学習する時間に教室内を巡回して個別指導をする。） 
   ※発問内容の理解が不十分な児童や読み取りが困難な児童に個別指導を行う。 
カ 発表（教師が児童を指名し児童が読み取った内容を発表する。） 
   ※複数の児童を指名し、発問に対する多様な考えを発表させる。 

















ア 模擬授業の教材（文学的文章）  
































































（1）令和 3年度（令和 2年度実施）「宮崎県公立学校教員採用選考試験実施要項」 宮崎県教育委員会 
（2）平成 30年度（平成 29年度実施）「教員採用選考試験を振り返って」 宮城県教育委員会 
（3）令和 2年度『あたらしい国語（こくご）』第 1学年から第 6学年教科書の文学的文章教材より 
  東京書籍 
（4）令和 2年度『あたらしい国語（こくご）』第 1学年から第 6学年教科書の説明的文章教材より 
   東京書籍 
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